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市フェイスブック情報

地元の観光ガイドさんと巡る宗像大社
　2017年の世界遺産登録を控え、宗像歴史観光ボランティアの会が宗像大社境内の
無料ガイドを実施します。地元の観光ガイドさんの丁寧な説明と笑いを交えた案内と
ともに、宗像大社辺津宮の厳かな空気に触れてみませ
んか。本殿・拝殿、高宮祭場、第二・三宮を巡るコー
スは、約１時間程度。案内コースは相談も可能です。
みなさん、ぜひ利用してみてください。

●実施日　９・10月の土・日曜日、
　　　　　９月19日（月・祝）、10月10日（月・祝）
＊10月１日（土）は、みあれ祭のため休み
●時間　10:00～16:00（約20分おきに出発）
●受付場所　右図参照（★）
●定員　１グループ15人程度　＊事前申込不要
■問い合わせ先　宗像・沖ノ島世界遺産市民の会事務局
　（世界遺産登録推進室内）　☎（36）9456

●主催　市、ＲＫＢ、宗像ユリックス
●日時　10月９日（日）
▽開場＝13:30　▽開演＝14:30
●場所　宗像ユリックス・イベントホール
●定員　抽選でペア1,000組（2,000人）
●応募要件　小学生以上　＊１人でも応募可
●託児　無料（５カ月～６歳）
●申込締切日　９月13日（火）
＊ハガキは必着、ホームページは12:00まで
＊申込は１人１回のみ。当選者には、ハガキで通知
●申込必要事項　①住所②氏名③年齢④電話番号⑤お連れ様の
氏名、年齢（１人の場合は不要）⑥託児希望者は、子どもの
人数と年齢⑦車椅子利用の有無
●申込先（ハガキかホームページから申込可）
　ＲＫＢテレビ「神宿る島」・森山良子ヒーリングコンサート係
▽ハガキ＝〒814-8585／福岡市早良区百道浜2-3-8
▽ＨＰ http://rkb.jp/munakata-moriyama/
■問い合わせ先　ＲＫＢ毎日放送（代表）　☎092（852）6666

「神宿る島」沖ノ島で出土した国宝を一挙公開「神宿る島」沖ノ島で出土した国宝を一挙公開
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お知らせ 体協だより 市民学習ネットワーク 市民 施設だより そうだん

質実剛健！　宗高体操

お知らせ
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　市公式FBで人気のあった記事を紹介して
いきます。ぜひFBもチェックしてください。
…………………………………………………
　毎年体育祭で、真っ黒に日焼けした宗
像高校３年生の男子生徒が披露する伝統
行事「宗高体操」を動画で紹介。宗像高
校OBにとって懐かしい思い出の体操は、
たくさんの人にシェアされ再生回数１万
回を超えました。
■問い合わせ先
　秘書政策課広報報道担当
　☎（36）1055

「ＱＲコード」
←いいね！ してね★

　沖ノ島から出土した約８万点もの奉献品は、なぜ国宝に
指定されているのでしょうか。出土した国宝の品々は、日
本の歴史をひも解く「カギ」。2017年世界文化遺産に推薦
された根拠の一つとなっています。初公開を含む国宝の数々
を一挙に公開する大国宝展は、宗像の歴史、日本古来の信
仰と文化に触れる絶好の機会です。
■問い合わせ先
　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055

●入場券　▽一般＝1,200円（1,000円）　　▽高・大生＝800円（600円）
　　　　　▽小・中学生＝600円（400円）　＊（　）内は前売り料金
●主　催　宗像大社、ＲＫＢ毎日放送
＊市、市教育委員会後援

９月17日（土）〜11月28日（月）
開館時間　9：00〜17:00（入場は16:30まで）
場　　所　宗像大社神宝館

岩上祭
さいし

祀から露天祭祀までの変遷を物語る国宝たち
国家祭祀の証明

　４世紀後半から９世紀末までに、沖ノ島祭祀で供えられた奉献品
は、中国大陸や朝鮮半島からもたらされたものも多く、沖ノ島祭祀
が対外交流を背景として実施され、古代国家（ヤマト王権・律令国家）
が関与した「国家祭祀」であったことを証明しています。

信仰の過程
　岩上祭祀・岩陰祭祀の段階では、自然崇拝の信仰が見られますが、
時代が進むにつれて岩から離れ、露天祭祀の段階では宗像三女神と
いう人格神が誕生。自然崇拝から人格神への信仰が成立していく過
程が見られるのも沖ノ島の希少な点です。

現代まで受け継がれる伝統
　宗像三女神に対する信仰は日本全国に広がり、宗像大社はその原
点として人々から崇敬され続けています。神事を支える宗像地域の
人々は、現在まで形を変えながらもまつりや禁忌を守り、信仰を受
け継いできたのです。このような厳格な禁忌と伝統で、沖ノ島や祭
祀遺跡、そこから出土した奉献品は、ほぼ手つかずのまま現在まで
守られてきたのです。
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●岩上祭祀（４世紀後半～５世紀）
●岩陰祭祀（５世紀後半～７世紀）
●半岩陰・半露天祭祀
　（７世紀後半～８世紀前半）
●露天祭祀
　（８世紀～
　９世紀末）

【無料ガイド受付場所】
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露天祭祀出土「奈良三彩小壺」

半岩陰・半露天祭祀出土
「金銅製龍頭」

「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
世界遺産登録推薦決定記念

森山良子ヒーリングコンサート

＊ただし、９月17日（土）は開会式のため、
一般入場は11:30から

森山良子さん

＊１人でも応募可

入場無料




